教材名　　　　　　 フーフーサッカー
開発の意図　フーと吹く力を高める

息のコントロールを練習する教材。息づかいには、ゆっくりと吹き続けるソフトブローと一気に力強く吐き出すハードブローがあります。使わせ方次第でどちらにも使えるのではないかと思います。発展として大きめのストローで「フー」とすることも考えられます。フーフー②黒盤は相対して相手のゴールに吹き入れ、その数を競います。
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指導方法

1 ボール(ピンポン玉)を所定の位置に置いて、ゴールをめがけて息を吹きかけさせる。

2 「フッ」と出させる、「フー」と出させる等バリエーションをつける。

3 やや太目のストローで吹かせる。

4 フーフー②は対戦形式で行い、得点を競う。

評価・観察

　日常の観察でことばの明瞭さを観察されたか。

